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■ 創 始 者 　 グラン・マエストロ　中川　牧三　略歴　
▼テレビのない時代、日本発のコーラスをラジオ全国生放送、瞬く間に大人気放送と
なった生演奏番組は全国に熱狂的な多くのクラシックファンをつくり、彼らの憧れと
なった。日本で初めて NHK合唱団を設立、連日の全国版ラジオ生放送で日本中の関

心を集めて「合唱」というものを広めた。

▲同志社学生時代の友人ら
を引率してクワルテットを
組む。
母「こと」は四人の楽器と
コスチュームをしつらえて
くれた。（母は牧三のよき
理解者であった）

・1902年・・・京都市中京区に生まれる。
・1910年・・・ヴァイオリンを学びはじめる。
・1920年・・・より声楽をモンテ・カルロ王立劇場で活躍したソプラノ、オルガ・カラスロワ氏に、和声を菅原明
朗氏に、指揮を近衛秀麿氏に師事。
・1930年(昭和５年)・・・恩師、近衛秀麿氏（筆頭華族近衛家の子息で貴族院終身議員、当時の内閣総理大
臣近衛文麿氏の実弟、新響[現在のＮ響]の創始者）に後見人として伴われ、ドイツ、イタリア、アメリカへと留
学。 ドイツではベルリン国立音楽院に留学｡ 指揮法を巨匠オット・クレンペラー、作曲を巨匠ヒンデミット、ヴ
ァイオリンを巨匠カール・フレッシュ氏に師事、声楽をワイセンボーン氏に師事。後にミラノに移り、イタリアの
ベルカントオペラを研究するためミラノヴェルディ国立音楽院と国立スカラ座歌手養成所へいずれも初めて
の日本人学生として入学。また、発声の先生として当時最も名高い、アルフレッド・チェッキ氏に師事。 

・1932年(昭和７年)・・・ピアチェンツァ王立歌劇場に初めての日本人歌手としてデビュー。 　トスカニーニ夫妻はじめ、
ラベルやマスカーニ、ジョルダーノら、往時の隆盛を極めた音楽家らとの華やかな交流は、当時の社交界の注目と関心
を集めた。後に、音楽学とスパルティートを師事していたマルティーニ教授が米国からの招聘で移籍されるのを機に渡
米、州立南カリフォルニア大学へ入学。引き続き教授のもとで音楽学とオペラ史を本格的に研究。　ハリウッド映画の名
門「MGM」会長夫妻の推薦で当時の超一流シアターと云われたハリウッド随一のチャイニーズ・グローマン劇場に於い
て、初めての日本人としてリサイタルを開催。
・1935年(昭和10年)・・・演奏活動の最中、戦雲急を告げ、やむなく急遽帰国。
　帰国後、学校教育や音楽活動と相まって、国民運動として全日本合唱連盟
や全日本吹奏楽連盟など数々の音楽活動団体を創設、音楽普及運動に傾注
した。当時京都で黄金時代を迎えた日本映画界や、教育界の枢軸的な指導者
としても活躍。
　第二次世界大戦勃発後、「日独伊三国同盟」に於いて唯一人の陸軍代表と
して上海での日独伊外交を遂行。中支派遣軍総司令部参謀部付幕僚として
上海陸軍報道部も兼務。スポークスマンを努めるかたわら文化担当将校とし
ても活躍。 当時ヨーロッパの最高水準を誇った「上海市交響楽団」や「ロシアンバレエ」を自ら指揮し、監督も兼任しあらゆる面で支援した。 
　近衛秀麿、山田耕筰、朝比奈隆、服部良一、李香蘭、白井鉄造、小牧正英はじめ、日本各地から八十数名の音楽家や文学者、舞踊家などを次
と々上海へ招聘。「東洋のパリ｣「東洋の魔都」と称された華麗なる上海で文化運動を推進し、戦後の日本文化に大きな影響を与えた。 迫害を
受けた多くのユダヤ人を人道保護し、騎士道を貫いた数々の功績や、戦渦の上海で繰り広げた、国境を越えた平和的文化活動が後の国際裁
判の軍事法廷でイギリス人らの証言によって次 と々明らかにされ話題となった。

Gran Maestro Makizo NAKGAWA

共に牧三が撮影。近衛先生
のこの写真フィルムは貴重
なガラス製。牧三は幼少の
頃からカメラが大好きで、
自室には押入れを改造した
現像室があった。

▲二人で嵐山を散策。
　　　　　　　　　　　　▲中川家の縁側でくつろぐ
近衛秀麿先生

▲ハリウッド映画の名門
MGMにスカウトされた時
にMGMが撮ったブロマイ
ド写真

▲ヨーロッパ・アメリカから
帰還した際の新橋駅にて。ビ
クター所属の後輩歌手（渡辺は
まこ、四谷文子ら）が出迎え
にかけつけた。

　終戦後まもなく、進駐軍と毎日新聞社の全面的な支援のもと、関西に
おける最初の本格的なイタリアオペラ「カヴァレリア・ルスティカーナ」を
東フィルを招聘して上演。引き続き「パリアッチ」「リゴレット」「椿姫」「蝶
々夫人」「オルフェオ(本邦初演)」「ルチア(本邦初演)」「アミーコ・フリッツ
(本邦初演)」他、演出、指揮、翻訳まで全てを自ら手がけて指導し、近畿の
各地において次 と々上演。　現在の関西のオペラの基礎を拓いた。
音楽教育に携わる傍らで、大阪音楽大学をはじめ、関西各地の大学の創

設を支援。日本に於けるオペラの開拓者としての功労を遂げて
オペラの第一人者としてイタリア政府から「カヴァリエレ・ウフィ
チャーレ」を叙勲。

左から二人目・五十嵐喜芳（初出演） ▼

右から二人目・指揮者・中川牧三
・・・東京交響楽団／日本初演・オペラ
「カヴァレリア・ルスティカーナ」の
貴重な公演写真。日本人に驚き・感銘・
感動の嵐を巻き起こした。

▼

オペラ・リゴレット











フィレンツェ景観の祖、ヴェッキオ宮殿での歴史ロマンあふれる演奏・・

最高級リゾート・名勝サンタマルゲリータ～ポルトフィーノ。
地中海の宝石と謳われる地に響く、日本代表たちの音色・・

パラッツォ・クザーニ（クザーニ宮殿）での演奏会。
ヨーロッパNATO最高位将軍閣下、ミラノ公爵、ミラノスカラ座関係者、
在ミラノ日本領事を筆頭としたVIPが見守るなか、栄誉の演奏。

イタリア　フィレンツェ　パラッツォ・ヴェッキオ（ヴェッキオ宮殿）。
建築700年を超えてなお、その優美な佇まいを見せる歴史的建築であり、現
・フィレンツェ市庁舎でもある。　ルネサンス時代、絶大なる権力を有してい
たメディチ家も一次居住しており、後に傍系のコジモ一世が旗振・建築を命
じたウフィツィ美術館やヴァザーリの回廊と併せ、現在のフィレンツェの街並
をつくりあげた根幹となる場所である。この素晴らしい歴史的舞台で、優秀
なるコンコレンテ（出場者）たちは、堂 と々その演奏を披露する。

「リビエラの宝石」最高級リゾート・サンタマルゲリータ市からの素晴らしい
お招きにて実現した、市・主催 宮殿での 演奏会 、市長・主催 歓迎 パーティー
にて、演奏を披露。日常的にクラシックを耳にしているイタリア人たちをうな
らせる演奏に、音楽の未来を感じた・・。

▲フィレンツェ市長や、ルチアーノ・アルヴェルティ先生（シエナ国立音楽院元学長・本協会顧問）をはじめ、
VIPが見守るなかでの演奏披露。音楽と造詣の芸術美を表現することも、彼らは学ぶ。

▲左：五百人広間。レオナルド・ダ・ヴィンチの『アンギアーリの戦い』が
　この壁面裏に現存していると有力視されている。　　　　

▲右：謁見の間。巨大フレスコ画と天井の見事な空間に、見るものは心を奪われる。

イタリア軍管轄の入館制限厳しい　クザーニ宮殿。入館にはパスポート必携の
ヨーロッパNATO。通常、このような場所での演奏会はありえないが、当協会と
イタリアの厚い信頼関係により実現の運びとなった。ヨーロッパNATO最高位
将軍閣下、ミラノ公爵、ミラノスカラ座関係者、在ミラノ日本領事を筆頭とした
VIPが見守るなか、日本の音楽家たちがその音色を披露。
歴史に名を刻む時間となった。

▲この演奏会のための特別なプログラム。

▼

京都を代表する有名寺「高台寺」から
出展されました「ねね様」の宝物逸品を
背景に、演奏者の面々。
この開催年である2013年は、西行法師
末裔の京都・西行庵当主によるキリシタ
ン大名「高山右近」由来の献茶儀式の初
公開、 クラシックの生演奏に合わせなが
らその場で文字が描かれるパフォーマン
ス書道の初公開など、 多勢の鑑賞者が日
本の文化に魅入り、日本の伝統美に賛辞
が評された。 
音楽と、芸術と、歴史・・・人種や国を
超えて美しい融和となる瞬間であった。








